
農地法第４条・第５条許可申請について 

   富士市農業委員会では許可申請書を原則毎月２０日に受付し、受付翌月の１０日頃に行

われる農業委員会会議の審議を経てから許可書を交付しております。 

   事前相談から許可申請・許可書交付までの流れは以下のとおりです。 

申請者の方の流れ 

事前相談 

 〇許可が可能かどうかについては、周辺農地への影響を

踏まえた土地の立地や事業の必要性、他法令との整合

等の審査を要します。 

 〇お電話では個々の農地の状況についての回答ができ

ないため、具体的な相談につきましては、必ず農業委

員会事務局までお越しください。申請は本人でも可能

ですが、事前相談や申請書の作成については行政書士

に依頼する（有料）ことをおすすめします。 

 〇代理人の方が具体的な相談をされる場合は、土地所有

者の委任状をお持ちください。 

 〇申請内容に応じて他法令による許認可等が必要な場

合がありますので、必ず申請前に関係課にご確認くだ

さい。 

        ↓ 

申請書の作成 

 〇事前相談により申請内容についての協議が整いまし

たら、申請書の作成をお願いいたします。申請書の

様式は農業委員会事務局またはホームページより入

手できます。記載例や添付書類一覧表をご参照くだ

さい。 

 〇なお、申請内容に応じて申請書の様式や添付書類が異

なりますので、事前相談時にご確認ください。 

        ↓ 

申請書の提出・受付 

 〇農業委員会事務局までお越しいただき、申請書の 

提出をお願いいたします。 

 〇許可申請書の受付締め切り日は原則毎月２０日とし

ております。（２０日が閉庁日の場合は、直前の開庁

日となります。） 

 

農業委員会等の流れ 

（申請書の受付から許可書の交付までの事務の標準処理期間は２０日～４０日です。） 

申請内容の審査 
 〇申請書の記載内容や添付書類に不備はないか、農地法

第４条・５条の許可基準に適合するか等を審査し、現

地調査を行います。必要に応じて申請者の方に申請内

容の詳細について再度確認致します。 
農業委員会 

（毎月１０日前後開催）  〇農業委員会にて許可・不許可の審議を行い、他法令

との整合を確認して許可書の発行を行います。 

         ↓農地転用面積が３０ａを超える場合 

県常設審議委員会 

（原則毎月２２日開催） 

 〇県常設審議委員会への諮問を行います。 

                 ↓ 

県常設審議委員会からの

答申 

 〇許可相当との答申があった場合、他法令との 

整合を確認して許可書の発行を行います。 

          ↓ 

許可書の交付 
 〇許可書の発行準備が整い次第ご連絡致しますので、 

農業委員会事務局までお越しください。 

 


